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とが明らかになった.キャンパス内での動物群柴

に関する調査はその後 も継続 して行っているか,

さらにい くつかのレッドリスト稀が発見されたC

もちろん,生態系を構成する生物種において,特

にレッドリスト種に限って注目することは適当で

はなく,普通種も注目する必要があることは当然

である｡ しかし,特に近年,環境の悪化や過度な

採娘行為などにより,特定の生物種の減少がおこ

っており,それらは絶滅が危供されているレッド

リス ト種 となっている以上,早急な対策が必要 と

されている.

そこで,これまでにキャンパスで確認されたレ

ッドリスト種についてまとめ,今後の保全対策を

たてることが重要であると考えた｡その手法は他

地域でも役立つ可能性が高 く,また,環境教育を

通じた波及効果も期待できると考えられる｡

こうした観点からこれまでに近畿大学奈良キャ

ンパスで記録されたレッドリスト種 (今回は動物)

について報告し,また,い くつかの種では保全を

めざした対策も検討したO

はじめに

近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の丘陵地

にあ り,周囲の里山林,草地,植林地,調整池,

庭園など比較的多様な環境から成 り立っている 

L･'2.特に里山林には各種生物が生息しており,こ

うした生物を研究の対象としたり.教育 (実習)

に役立てる目的で,キャンパス内に生息する生物

やその生態について調査を行ってきた｡野鳥につ

いては,種 目録J-と食性t'について報告したCまた,

チ ョウ頬･5)とテン トウムシ頬Hlについては生態面を

中心にまとめた｡

しかし,これらは動物界のごく一部のグループ

に過ぎず.動物相全体を解明するにはかなりの時

間を要するもの と考えF)れる.そこで,キャンパ

スにおける生態系を概観的に把握する意味で,辛

ャンパス内における典型種,特徴的な種,食物連

錦の上位に位澄する種についてまとめてみた2-.

その結果,上位種には猛禽頬がかなり含まれ し

かもそれらはほとんどがレッドリスト種であるこ
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調査方法

調査は面軌 約 120haからなる近放大草奈良キ

ャンバス (奈良市中町)内で ,1989年4月の移転

時から随時行ってきた｡当キャンバスは,コナラ,

クヌギ,スダジイなどの 2次林,スギ,ヒノキ ー

マツ類u )植林地,竹林,草地,庭L詞,調整池など

があり,比較的多様な環境から成り立っている l 

'1'(図 1)｡調査は各環境の地域を任意に歩き,見

出された環境省の選定したレッドリスト励物種丁 '

を記環した｡特に ,200]年はキャンパス内の各

調査結果

調査の結果,当キャンパスでは 11健のレッド

リスト勅物種が記録された(表 1)Oその分煩学的

内訳は,昆虫が 3重臣,両生煩が 1槌,鳥塀が5種,

魚頬が 2種であったOまた,カテゴリ一別 → ■にみ

地域で屯点的に調査し,一部の種では個体数も記

録したOまた,環境省選定の楼以外でも,過去に

重要な種や注目すべき種としてリストに掲載され

ている動物種についても取 V )上げた｡個々の調査 

75'法は各種の項で述べる｡なお,今回は陸産貝塀

など徴′いな動物や同定が困難な種については調査

を行わなかった｡

今回,ここで報告したメダカ以外のレッドリス

ト機について生態写斑を示したが,これらはすべ

て筆者らが当キャンパス内で舶彫したものであ

る｡

ると,絶滅危供工B頬 ( EN)が 1健,絶滅危快t I
頬 (VU)が6健,準絶滅危快模 (NT)か3種,

絶滅の恐れのある地域個体群 (LP)が 1柾(ただ

し,これは大阪府と京都府地域における個体群で

あるが,ここでもリストに含めた)であった｡
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表1. 近畿人′ l.息するレ･.羊京良キャンバスにJ= Jドデー ツ純

ランク 

絶滅危七日Ⅰ斬(VU)

純減危I!=Ⅰ斯 くVU l

iVt紐' 減危似 (_ NT)

継滅危V,=Ⅰ棚tVU)

経滅危†1日Ⅰ柳(VU)

絶滅JW =Ⅰ甘i(VU)

i-B純減危1!(ll -tNT)

叩維滅仏IHL(NT)

枇滅危ilH BTLi(F,N)

紐状危棋 Ⅱ粁J(VU)

絶滅の恐れのある

地域佃休肝日.ド)

H f･.(.rI

トンボ Il ぺニイトトンホ

カメムシH イ1､アメンホ 

チョウIl オオムラサキ

タカ日 オオタカ

タカII ハヤプサ

ススメIA サンショウクイ

タカIl ハチクマ

タカII ハイタカ

コイII カワバクモロコ

メタカII メダカ

イJJ カスミサンショウウオIdH

･■::(;I[

Cet.J[0日 '))〟/(/Ir〟 ,7 ja . 77g' ZZI I(

H)d Jh(ablnGa･ 77e,r/oie/m 

Saa/ar()(〝l/a･lldsk'/a･)dH･()Jta 

AcLp/7gJ･L/t/lI,"ar'O rII IJ tI- l-s Ja p 
Fac)e,gl/S(♪uetLsl(pJenLtjt(TlS'

JnS m･((l 'n tPerl'c,0l/I上dllL['･1l/sdltla'cal/(.･ 

Pe77ja)L0L r'7/II'-I J7 H)eEss in l1 /

A(.C-77/rttIS llW∫'llI'7/' F l . J /P S tt Iis 
Hez'mJJ 1),･rs T7)ellllJJl 〃CJJ mL0g l (1i /-

011･'sL/♪sZ/a/7Ie

HyJOIL.eLl.l ･Pzts,sIbr b0 S lbol'Ht tV E l .

卜:.純､ f純､ 1:純. . 帥 z日印＼ 1 ＼し:i ＼1.1 Iド.1 uI

u卜 外レI./ドリス ト動物相について.′I:息状.

批等に/)いて紬I.･ '｡l'す}D

aa ac od1. オオムラサキ SskI' harna

タテハチョウ科 (NT) (図2)
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(1 越冬,JJ
. +山


本縄は北細道.本州,ltl ノJIにJJT巾する日TJ札 L･･l

本宛 ダテハナ コTL科J1人0 純で,肘 成虫の地ノはJ LL. ) 壬

紫也を Iと ｡---に(川｣ 1息 しているが.Tしている. I. 1 に′三

近年(阿体数は減少帆 ;･‖こあるとされている.3JJ虫

I J lはニ レ糾0)エ ノキ r(､H'ss't7亡リlS's a)姫を食

へ.成山u クスギ,コ十二//JどC)樹液を吸う｡成

虫は (う日頃に羽化し. 8)頃まで比l) '齢j ､れる｡.3

またはIl l山で,エ ノキ0)株J て､枯ら齢kJ 亡に ト,

葉d) i'' _矧 こJ･MJして越冬する｡ 

(り越冬幼虫U)′ヒ息状況胡鹿

本縄はエ ノキの株元U)落ち姫で越冬するので,

冬季が個体数の把粕に遜 しているoキャソバスl̂J

で本縄C)糾地物であるエ ノキの調度(/ド.何機所 ,

胸 Il..L止径 :今ll iit は,湘麿効率などの面から,r u

cnl以 l=の ものを調査対饗とした)を行った とこ

ち,111本のエ ノキが確認された｡ これらすべて 

d'エ ノキについて,｣ 0 年 1J J 元の) 0 2 )-2)に枕

幹か｢)'0n以内U満ち姫を調査したところ,1･3(l ) 3

計 1 ̀ L本のエ ノキから/rT 8lIT_のオオムラサキの越冬

幼山が記鎚された｡すなわち,エ ノキ 】本あた り

､ド'l7rLaオオムラサキ幼山が越冬しているこyJ. TI)

とが分かった｡

しかし,エ ノキにはクズやフジなどのつる的物

に巻き什かれている個体も少な くなか･'たたれ

これL',る抽物によるエ ノキ樹冠部0被鞄も圭)) ) 度を

ム2に'Jミサようにう段隅で記蝕 した｡こV)エ ノキ 

a) =サ牛の越冬LJJ )X披昭和舷とオオム / 山個体数ur]

係を調べたところ,衣:3に′ミ : i?J:)Jサ J !aうに.披pii

lL,いエ ノキにはイ-LT.:i Jr1iにオオムラサキの越冬幼山数

か少ないことか分か一' (/2 1 . 53P<た - G7(‥.

｡･0-｡また.エ ノキ 1本あた｡0'齢.,, 幼山数も, 
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被覆度が高いエ ノキでは少ない傾向を示した(図 

0

表2.エノキに対するつる植物被顎ランク

ランク 被撹軽度 
1 つる植物がエノキにからみついていない状態

2 つる植物がエノキにからみ始めている状態

3 つる柑物がエノキ樹冠の半分程度煙っている状態

4 つる柄物がエノキ樹冠の4分の3程度絞っている状態

5 つる植物がエノキ樹冠のほぼ全体を樫っている状態

表3.オオムラサキ越冬幼虫のつる植物被襟ランク別個体数

つる柄物被群ランク 1 2 3 4 5 合計

3)

1

2

3

0

2

1

7

1

9

5

2

1

3

2

5 7 42
 
15 26 69 

越冬幼虫がいたエノキの本数 13

越冬幼虫がいなかったエノキの本数 14

20
27
エノキの合.本数 

オオムラサキの幼虫個体数 52

jIr 33 111 

5.

29 
19

･

5

28
･ 

15 184 
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エノキの胸FiLL

図4.エノキの胸高直径とオオムラサキの越冬幼

L:l 

2

2

)2 0 50 5 - n

卜 10 20 21-3(I31-10 日-印 -60 日 -

｣ 什 
1 2 3 4 7)-

被招ランク 虫数 

図3.エノキのつる植物による被軍僅度とオオム
ラサキ越冬幼虫数

次にエノキの胸高直径とオオムラサキの越冬幼

jr虫数o関係を調べたところ図4に示すように,太

いエノキほど越冬幼虫数が多い傾向を示した｡一

万,当地に生育しているエノキ111本の胸高直径

の度数分布は図 5に示すとおりで,直径が大き く

なるほど本数が逆数的に減少する傾向を示した｡

すなわち,これはある面ではエノキの生存曲線を

3-.I:

15 

10近似しているともみなすことができ,幼木による

更新が順次行われ エノキは比較的安定した個体
F､ 

群を維持しているとも言える｡

0 
1()- 1 l 11､IO ･a GO 

/(iltrエノキの肋 J 柁

図5.エノキの胸高直径度数分布
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2)収山U)3JJf'l_


成山u)T食 d 川a
11f )l 活動 を知るために,キ ャンバ

スIl) ) )日Jている クヌギ で , l吸汁にJg1次林 U 樹液 u..

Jl 世 )l.I'刻別に.己,iした｡例解モ来した個体をl相た]J Lf 言S･

に飛来した成山数はそれほ ど多くは認め '/'jlなか

･' ( r･ ' J,1),たか . 吸汁は I-朝か (夕刻 まで観察 され(C

=l如T動 urJ!.i U確ではなかった.

表4. オオムラサキ収山の吸汁'fr動d)観察結果 

2()りJIIil ll 

ll)Jは .-1ll I I) ll.2只 
7日2Jl リ 日 日 ':ち() 1.-1.;H; 

71JIOH l) 1 IO::)u 

7JJlrlH J (I IFI:1>17 

7日IHll l H I.-1-I:1

本純u) 7.)f卜等て r.イI)一 ヒ J,卜跳成山は 1･aJi 卜'((-鍬 L

IIJビン//､ (川川哨)を示す ことか知 l-れてい川 llL) '

る●｡ そこで,キ ャンパス巾での こうした助所を

杷舶 するために ,成山の碓/L.gであ るJO=LJ O二年 7 

)j Jd) 日近( 0 3Onlにキ ャンパスIl )朗4- 粘抜2 0-二O )

を威服綻T･を( , ) l.)E帆の小 て糾繁 した｡そd 緋 リ･ I･

数か ITでヒル トッビン yを'r,r l (-ていると思われる

cu . は lH.個体Ji･観察で きた. ,-' )rlWtH川',･ lff- L川!i頃

てあ -'たO

雌成虫 d)J巨卯 t助U槻繋は,越冬kJJ7 f ) 虫がかな り

薙iiされたエ ノキ を rl' (0 咋 7)) )心に2)2 か r8))

にかけ て随時'lr =GIと8ノった｡ その折 果､7)J F ｣2

日に席卵 77劫か観察 された｡ ゝ ･i)i･ 門地では 7llL.'q

か r,) 二11が庵卵JJFrl8Jl ) g'と抑解 された｡I,

2. べ二イ トトンボ Craro n'pnCmei i I o Ug n p /

イ トトンボ科 (VU)(図6)

本納は 本州 ,lILq,)州にJ山 /J JHrill L 狩rrにL L, 辛. L

地かし-f )'t陣地の柚 水仙物や浮 袋他物o 繁茂する地 

i(iこ牛思 し.成山は l. J 1JI =に う) - OJにかけて兄 
r)れ る川. ､L3キ ャンバスrJlでは 成虫は八旭 (図

)部分でのみ 比()日 の砂洲o -れ る｡′＼旭は 人部分

がコン クリー トの堤防であるが ,沢水が流入する

部分に砂が鵬 fli.して.ガマやヒシなどの抽 水植物

が′1.fしている｡ こうした環境が.本絹U ′二'f )充I

/rf'場 所にrJつて いる もの とJLlわj たO ､liJ : . t LL地 で 

2O)咋にルー トセ ンサ スで調作Lた とこ7).成(l

虫は･-)か ｢ 7れるが ,G1 81)ll1は個体数)J )kr J- 10 '日

は 多 くな く,(川 , J･llに ビに入-て増 加 し,9lf1J

ー '/が.tc. らわた(突7) 0)二は,症=AJd) L1 ｡ しか し.1 =

山u川 '.現 IUlが過 ぎたため 個体数は かな り減少 し

た｡ ik-F己や姥卵 Jf動 も観察 されているが,幼山はT

まだ観察 されていない｡ 

Lt 

ll 

l_' 

lU 

q
 

r
N

什

政 ti
 

l'･rItl,ll l山J T lヽヽ J l小11l'7川}11Jll 7- .II )T H IbuJ 小■q1り
り Il

図7. ベニ イトトンボ成虫の発/七消長 
(ルー トセンサス)2001年 

3. yrmerab/'elイ ト7メンボ Hd l l Iao a on a

イ ト7メンボ科 (VU)(図8)

図8, イトア メンボ

図6 ベニ イトトンボ LL:♂ L:J?
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本州からトカラ列砧に分JFする小僧U)7メソポ

''ifFi

r<.
〓

で,他mや川岸の水草の部分にJ 

ufキャンパスIJl

息する■ 

では,A地とE地C)砂洲部分で観

h｡Li
OC 

7
H
I:? 

~

り 

匂
い
て
い
た
仙
体
払 

察されている.ルー トセンサスで調度したとこ7)

個体数はA地では,200lJ'F9川こ少数観察された

が. (長5) E地では2uO2年ら)｣-6Jjに比較的多

くの個体が観察された｡
'
-

-5.
表 

ハルゼミ4.

イト7ノンポの観察個体数 (20OL年)
り
rJI TL7 -1日 'l川 -.Lll {LL r :- 2 I)t 捕 

01年)

'--H l r ':llX ,qlI 

純然 lI 本数

9ノ12()ll 】 図10

llh=

[=.H艮 

JJH

Li
02!臣 ､ていた個体数)(

ハル･L/ミ成山の発/
(l
.

9日21H I 

F 2HJ ()Jl3:
当キャンパスでは.広く/ 

るが,個体数は少ない｡その小で.rUJ干北斜面に

LllIJ=､しているJ=うであ
H二 il)-三;F) 1 

9) 711 

)JJOJl 0 

)aV セミ科(図9UaCa

12

二Zf･ 

T lerpnos

1 

Jj-

!了

'･r. 

'LF

いグロマツ林では比較的個体数が多

に鳴きJをもとに定) 

をカウントしたとこ7),･ 川 r

納叔された 

0JHll 0 い｡20Ol1 lrEIJ勺に個体数(純)

10日211 () iJJにピー '/が認め

)a

ド)わた 

7､ソノI 

急速に進み,ハルゼ ミ JI

1二-,

ll.

)
i
(L

Ji'

noa Lかし.この lいマツ体も脳近.

(センチュTlJに上ると,Lわれる松枯れが

=.息､かf供される｡k

itperyxpryer
Tany
5.ムカシャンマ 

ムカシャンマ科(図1

図9.ハルゼミ

)1

1'-環風声紬 日本の屯要な昆虫類(近幾版)- の指標

性昆虫煩として取 りしけられている椎で,本州, 

l=国.)L州の上にマツ林に′Jq 息するセミである-｡

制令,のように成虫は作に出現して鳴く｡ 

図11. ムカシャンマ

I



if (Y袋 ,け, Jl / ･i l巳紙状l穀)･: 良キャンバスにI' iレ･･ rり-汁 動物frの′i

? ' B 近放前維同様,Fk境目･編 日本の屯'f･な昆虫概(

版)'̀･の精糖性昆虫桁として耽 り 1こげられている紬
である｡lll地のコケ頬C)JLえた沢に/卜息する トン

ボて.原的的で. 古い時代に.I現 した トンボとさli

れているth.o


､Lf 山a)itか r) だ
lキャンパスでは l 統れ込むク地で.

毎年(iFj明に成iLiが観察される｡ しかし,個体数

u多くない｡幼山は Jこ.朔推であるが.こC)沢で雅 

/lしているも〝 と.llわI る｡三 ) I. l

6.カスミサンショウウオ Hnb seuouyo山 nb/ss

サンショウウオ科 (LP)(図12)

本桃は近畿他ノブの按い ll･_水城にtE息 し,人阪附

と)).榔肘では絶滅危似椛の地域個体耶になってい-

るが,奈良リ,しては指定されていない｡ しかし,奈

良蛇は r二 ,に減少記∠府に憐接 してお り,旭近非#-

していると斉われている-1ので調査対喚純 として

ここにIki げた｡lHこ

､u地ては,18年の移転虚後から 19'F･i 99 97l-耶ま

では,裏山U)スギ林 )llU)止水城(以前は水川であ

ったとrjえr)れる)で.｣七位的 多くの卵塊や幼/良

が確認されたが,2000年と2001叫 こは 行LL水城

では卵は全 く観察されなかった｡ しかし,2002

年 2J]には 2卵塊を碓記 し,それから脈化した幼 

/L. 巧=も観察された｡ゝ地ではまた､林内で越冬個体

も観察 されてJjFl,広 く分布しているもの と思)一一

われるが,最近は各止水域(水溜 り)が初更には-F･

あがってしまうことが多く,本俄のFh息が危供さ

れる｡ 

7.カワバタモロコ Hm/rm oyrse gam cp/

r∂sbore//∂コイ科 (EN)(図13)

図13. カワバクモロコ 
Ll:側dii l lJ :下血

本附 まl伸的L,-)1u粥の太平作側から,市川､徳島, 

)L州にJ/TJffL,湖桐の沿岸や溜池に/ヒ息し,群れ

杏,)くる｡什j5'･稚好iや水/上尾山籾を捕 ftするい,･.

､Ir 0 jF3jと20 -JLキャンバスでは ,10 l-J 02年･)l

に F: 1(が 各 l個体確認 Lthている｡池で. LJJ..L _

202 0)J3111に■･約 ･成I..O介わせて 17:_が0年 1 : i'.. L 211

確認されている｡ 

8. メダカ 

0/za/Jpsメダカ科 (VU)y/s∂/e
ll本/>｢ l' 長い地やi(_剛二分/Jし,ナ n,川水路などに



此占.･桜'6ii･之l-柄l 

/息する｡水11什近にLれで行動 し.浮遊助物を

捕食するl｡汚濁等に比較r必いが.近f減少幌

向にあり,そ0) J原rdとして,水川と川水路の分断

Ll

'･r-l'･J

TT;日一

●日

l=_ 表 6. オオクカが観'無されたLrとそJ)個体数 
001年-2001年 )(2

本数(lH)hllllIill 

iHJl引1 1

'(;y--,Tu

などが考え Eれている一

lキャンバスでは,20

h)

､LZ Ol咋･3Jにl l目)
日JJ(f'l 二地 (名 ll 1

･O

〔日日111 1 
で数個休観察されている｡ しかし,lOO朗二は IO 

HJl 211
Jj現任記糾されていない. 9日HHI 

lこ 

LJH 1911 

I-
I 
11
1
ウ

JN 
(川

】 

日日22日 
11日2411

日は0lI 

､りキャンバスでは,秋季に比較的観察例が多く 

9. オオタカAcc rg isl/ten/teJ'p )HHH 
l日 JH

](

日l(
タカ科 (VU)(図14)

)JlO こZOll 

1日J2 1

I

I

1

iI(衣()i.渡 りをする個体もあるもの と!J)れる｡ 

I七:)J･CiF())～l ～) Jには,キャンパス内で岩,が観察され,

また,2001 'lF/LFと2002 /IU)各席季にはキ 1･ンパー 

lノ1の林 r小二おいて警戒のJ鳴きJi:-がIHiかわたので,

f:キャンパス内で繁碑 している‖丁憶性がl

'Jl_

ト､｡秋季 

F tDj一;

SUlltneip

a)観察例は ̂ 池 (凶日l 

r Sタカ科 (

側U)丘陵地U)接線 

か多かつた｡ 

10.ハイタカAcc NT)(図15)

図14. オオタカ
図15, ハ lJ/カ

とl:飛期中の個体 1):I軌 l二中 の個体

Jq本椛はlH以北に軌 ( 

鳥として渡来する何体かあるとされている仙｡冬

さ.として分布'する胴体と冬
')J'r'S.
l):

L:.


ll､ として分/北に何日 し,ヤ地かL 

息しているが卜･,牛忠地が If川Jで

･)

llり

本椎はノL

也にかけて/ 
は t三に 1j･地か r

･｡

g=!H
二七

)fr

liH'L

I;.

lJT

IJJ こ/

奈良リにおいては冬鳥かm,lかu不明であるい

キャンパスでは秋の渡り0 こ観察されて

'lfJt..lLLIl=_ L,′卜I煩を1泊 する｡
lLある場(が 'i･く,宅地開発の膨幣を}1･けやすいと

:.言われている17■｡ iに･I-

もJbVll1_:;-,系における食物迎緋の Jn･.に位 E.するJ

fl_d)･JPi 鳥好沌捕ftL.′態
､ 

liが多
いるが,剛体数はかなり少ない｡本楯もオオ'Jカ

い｡
-.と川様.西側J)稜線 [''ffて観察される例が多い｡
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. ハチクマ Prs ' u 図1ll enI'ap/vorsタカ科 (NT)( 6)

図16. ハチクマ

本絹は夏鳥 として,九州以北の低山や丘陵地に

腰来し 冬季は如F帝7ジ7で越冬する｡昆虫規や

柄/F. )l･碓虫堺を捕食し.特にスズメバチ頓a幼虫

を好むと言われている卜I｡奈良肘 こおいては繁殖

は確認されていないようであるl''.

､Jl )Lキャンパス内では,俳の波 tの季節にしぼ L

は観察 されている｡やは り,人他門側0) 'E稜線 卜/

で観察抑畦が高い｡ 

12 ac eer'u. ハヤブサ Flop rgInsハヤブサ科 

(VU)(図17)

図17. ′､ヤプ叶 

-L :iとして分/7 ー /と)州以北に留I..; (しているクルーー

沖縦以北に冬鳥としてiJg来する//ループがあると

言われているl､｡ 7-'.に.5桁を捕食する｡奈良Itで[〔 ,,

は.漂行種とLttれ 繁鮒 ま鵬認さhていない とう

である-■川 . 

Ll -t り u)季節にまれに観''キャンバ /ては,秋の渡

察 L_ ている｡2日01 0)には.^地 l_/tで,n t 年 1 J ･I,f

寮 か ら西 に飛期 す る個体 が 1羽観察 された｡ 

2002年には 10月 17日に北から南に飛朔する個体

が1羽観察された｡ 

13. サンショウクイ Pericrocotusdivaricatus

サンショウクイ科 (∨∪)(図18)

図18. サンショウクイ

留鳥として本州や門間に波束し,-東南アジアで

越冬すると言われているL､･｡南甜諸島では昏I.島で. 

lll非的には 本は･･: -｡: 11 t.潜な繁粒地 とされているl･

鎚山蛾を捕食し,近年は繁栖他の森林伐採や開発

で.減少傾I･.にあると言われているl･｡'J

tJ J 001 )序と秋の渡 りのRキャンバスr｣では2 年 U

Il柑J ) 陀. に数羽U群れU))糊が観察されている｡また, 

2002叫には粥から火にJ柁糊する個体が数羽観察

された｡ 

14 'rmy 'uu, カヤネズミ MIc smI tsネズミ料o n


(図19)


図19. カヤネズミ
とl 'とも ):ススキに造 rれた髄:J- t )



10 iiL]]武.LL二･ fJl _ 桜7保之

本種は日本輔乳頬学会では判定不能種として扱

われているが,兵飾県,埼玉県,寵京都では保誰

すべき地域個体群とな-) L｡ているJ'

当キャンパス内では調整池周辺の摩地に生息し

ており,ススキ株などで典をしばしば観察してい

る｡また,典内で仔の観察例もあるので,繁殖し

ているが,個体数はそれほど多くはないと思われ

る｡

考 察

今回の調査で,当キャンパス内では 11種のレ

ッドリスト助物種が記録された｡そのうち,当キ

ャンパス内で発生が確認されているものは,オオ

ムラサキ,カスミサンショウウオ,カワバグモロ

コの3種であるQこれらの種はほぼ毎年､卯や幼

生も確認されており.当キャソバス内で恒常的に

発生しているものと考えられる｡また,べ二イト

トンボも毎年,比較的多くの個体を観察しており, 

A池での発生は確実である｡

これらのレッドリスト機の生息場所はそれぞれ

異なっており,保全対筒としてまず,それぞれの

環境0)把握と保全が不可欠J3'である｡

オオムラサキは幼虫の餌植物であるエノキと成

虫の餌となる樹舷が分泌されるクヌギ等の樹木が

必要である｡すなわち,2次林の確保が不可欠で

あるが,当キャンパス内には広大な 2次林が存在

し,オオムラサキの生息が保証されていると考え

られる｡しかし,表3,図3に示したように,ク

ズやフジ等のつる植物がからみ付いているエノキ

も少なくなく.こうしたエノキでは越冬幼虫q)価

体数は少なかった｡これは,雌成虫が産卵の際,

そうした水の発見が困難になって産卵数が低下す

る可能性が考えられる.現在,何本かのエノキの

つる植物を人為的に除去して,幼虫の発生状況を

調査しているが,特に 2次林の維持には下草刈り

やつる植物の除去などの人為的管理が必費とされ

るヱ{｡"

一方,カスミサンショウウオは林内の LL水域で

繁殖,成長するため,こうした水源の確保が必要

である｡当キャンパスにおけるカスミサソショウ

ウオの生息場所は,以前水田であった場所の水溜

りと考えられ.それはこの丘陵地の沢水によって

確保されていたと考えられる｡しかし,この数年,

沢水の統鼓が減少しているようで,溜まりの水も

初夏には干あがってしまうことが多い｡今後.当

丘陵地全体の水利を検討する必要があるように思

われる｡

ベニイトトンボやカワバクモロコは壬に溜池に

生息する｡当キャンバスのA地やE池はキャンパ

ス造成時に人工的に造られたもので,周囲はコン

クリートである｡しかし,それぞれ丘陵地の沢か

らの水の流入によって,乳化した花梅岩の砂が椎

名'して砂洲状になった部分が発達してきた｡そこ11


に,ガマなどの抽水植物が生育して.こうした動


物の生息が確保されているものと思われる｡した


がって,調整池の管理に際しては,抽水植物も含


めた砂洲部分の保全が不可欠である｡現在,特に
 

A池では砂洲の部分に外来種のセイタカアワ//チ


ソウがかなり繁茂しているため,人為的に除去を


行って,在来の抽水植物の生育を促進している｡


ワシ･タカの猛虎頬は特に盟LLJにおいては生態

系の頂点に位tJEL,その生息には下位の種 /Iの動

植物の生息が不可欠である二㌔ もちろん,営巣場

所や採餌(狩り)の場所も必要である｡たとえば,

オオクカはス半などの木に営巣することが多く,

餌は各種鳥株やノウサギなどの哨乳類であるが 

1-,営娘場所は林地 ,採糾場所は草地や疎林地でI

ある場合も多いようである｡当キャンパスに港

柴 ･常緑広築樹の 2次林の他に,スギ ･マツ頬の

林に加えて,草地も存在するため,こうした猛禽

頬の生息条件は確保されていると考えられる｡し

かし,近年,草地におけるクズの繁茂が著しく,

それが林緑部から林地内部にまで及びはじめ,症

禽塀の鯛の発見を困難にしているようである｡そ

こで,現在キャンパスの一部でクズの除去を行っ

ており,希少化の傾向にあるヒヨドリバナなどの

里山植物の確保に努めている｡こうしたクズの除

去を主体にした管理はススキなどの確保にも有効

で,カヤネズミ等の生息も保証されると考えられ

る｡

一九 近年はさらに,7カマツやクロマツの枯

死が急激に広がっており,こうしたマツ林に生息

するハ)Lゼミ等の生息が懸念されているJ1.松柿' ●

れに強いテ-ダマ､ソなど外来舷の植栽も考えられ

るが,生態系に対するリスクの面から慎誼に検討

する必要がある｡

以上のように,当キャンパス内にはレッドリス

ト勅物種が11種確認され さらに現時点で江rl

する必要のある種が 3雌確認された｡当キャンバ
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スの面掛 ま約 12knfであるが ,2次林(里山林),ス

ギ･ヒノキ･マツ類の柚林 ･植栽地,草地,池など

比較的多様な環境からなり,それぞれの環境に適

応したレッドリスト勅物種が生息していることが

明らかになった｡

もちろん,どれか 1種の環境を残すとしても,

それに適応 した種は生息できると考えられるが 

(例えば ,2次林とオオムラサキ),現にキャンパ

スに存在する多様な環境とそれぞれa )環境に生息

するレッドリスト健を保全していくことが重要で

ある｡その保全は,それぞれの種の生息環境から

検討してみて,従来行われてきた盟山管理が主体

をなすように思われる｡特に,当キャンパスでは

クズを始めとするつる植物の管理が中心になるよ

うに思われるo Lかし,その一方で.近年,侵入

の著しい外来生物 27-に対する対策も考える段階に

遷しており (たとえは,マツ枯れを起こすと言わ

れるマツノマダラカミキリとマツノザイセンチュ

ウ28'),外来生物の生育 ･生息状況の把握も不可

欠である｡

こうしたレッドリスト生物種の保全は単にその

種の保全だけではなく,里山の生態系を支えてい

る他の多くの生物の保全にもつながるはずであ

る.さらに,校舎のこく身近な場所に何種頬かの

レッドリスト種が生息しているという地理的条件

を,環境教育等へ活用することも考えることが重

要である.現に当農学部では,授業としてこうし

た絶滅危供種問堰や外来種問題を取 り上げてお

り,教育を通じても,レ･ソドリスト種の保全に取

り組んでいる｡

要 約

近畿大学農学部は奈良市郊外の丘陵地にあり多

様な植生が存在している｡本調査では環菟省選定

レッドデータ勅物種を中心に調査を行った｡これ

までにレッドリスト勅物種は昆虫 3種,鳥検5種,

両生類 1種,魚規2排の合計 11種が観察できた｡

11億のうち敷地内で繁殖が確認されているのは 

4種と考えられた｡観察されたいずれの種も個体

数は少なく,1ヶ所から数十個体以上が確認でき

ることはほとんどなかった｡それぞれの種の生息

できる環境が限られていて,その面毛等が,狭いので,

今後は生息環境調蒼とこうした比較的多様な環境 

の保全が必要と思われた｡
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